砂地盤の液状化後のせん断抵抗 by 山口 晶 et al.
砂地盤の液状化後のせん断抵抗




































































































































































































































ili1間1 ･;|測コンヒューク I腱mrf制御ボ･ソクス IMKIjfi






－1 1 旧’ 13




！ ’ ,' ‘' ' ' 1' ’ ’Ⅷ ’ ｜' ', ','~ '’f＠
§ 2 ． ， ！ '' ’




－↓ IM$", ' . ! ' , 1 , , | 1 ,,' l i~ ! , { , , (s)
‐~－~- .--~- T--- ' I --、






































































































































































二 号 ． 画 一 官 旦 刊 千 凸面 官 1 . J 1 ､ . 旬 － 1 画 面 ロ ュ ニ ュ 画 で
























































































































































































































































36 東北学院大学工学部研究報告第47巻第1 ． 2号2013
とが示された．ただし､本実験で用いた試料は豊浦砂とガラスビー
ズのみであり、これらの傾向の妥当性を結論づけるにはさらに多く
の試料について実験し確認する必要がある。
化後の体積圧縮を支配している可能性を示している。ただし､最大
間隙比と最小間隙比の差が粒子形状の影響を受けているといえる
かどうかについては今後の課題である。
本研究から、砂質二け也盤が演伏化した場合､時間経過に伴ってせ
/L断抵抗が回復し､力賑前のせん断抵抗よりも大きくなることがあ
ることが分かった。また、その傾向は粒子形状の影響を受ける可能
性があることが示唆された｡今後は､粒子形状と液状{圃猛抗や時間
経過に伴うせん断抵抗の回復､体積ひずみ量の関係を調べる必要が
ある．
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5.まとめ
本実験では、ガラスピーズと豐浦砂を用いて振動台実験を行い、
加振直後から時閲経過に伴うせん断抵抗比の変化を計測した.その
結果、下記の結論が得られた。
・豊浦砂は加振後から1440分まで糸勝殻勺に間隙比の減少（密度の
増加） とせん断抵抗の増加が見られた。
・ガラスピース詩}については､力蛎壼直後に液状化による間隙比の
減少が発生するが､それ以降せん断抵抗と間隙比の変化は見ら
れなかった。
・豊浦砂のせん僻抵抗の増加は問隣上の減少（密度の増加）に比例
しており、二次圧密の影響の可能性がある。
・力凹振直後とその後の体積ひずみの発生量は､砂の一次的性質であ
る最大間隙比と最′｣墹隙比の差の大きさに比例する｡この差が大
きいと､加振5分後以降に発生する体積ひずみも大きい結果とな
った。
今回ガラスピーズと豊浦砂を用いた理由は､ガラスビーズがほぼ
球形状であるのに対して粒子形状が不規則でⅡ凸がある土粒子の
豊浦砂を比較するためである。今回の実験では、凹凸のある豊浦砂
試料の方が最大間隙比と最小間隙比の差が大きく、また加振後に継
続する体積ひずみが多く発生する結果となった。二和ま,液状化に
より砂の骨格構造が完全に乱され,砂粒子の持つ一次的性質がi夜状
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